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古代マヤはメキシコ以南の中央アメリカ諸国に栄え、“謎と神秘”のイメージ

とともによく知られた古代文明である。19 世紀の初頭から考古学を中心とした
調査が続けられており、中でも近年最も大きな発展を遂げた研究分野の一つが、

古人骨の安定同位体分析である。200年近い発掘調査の歴史の中で、合計 12000
個体以上の考古人骨資料が蓄積されており、これらの資料を活用し、地球科学の

技術を応用した特に移民動態の研究が活発に進められている。 
古代マヤ文明圏における移民動態の研究では、主にエナメル質を対象に、

87Sr/86Sr を中心としつつδ18O を組み合わせた基本的な研究プロトコルが多く用
いられている。しかし、これは 1990 年代中頃に初めて導入されて以降 30 年近
く大きな変更なく使われ続けており、近年では技術的そして考古学的解釈の面

から限界を迎えつつある。最大の問題は長く 87Sr/86Sr の補助として使われてき
たδ18Oである。まず技術な側面から複数のラボ間から報告される論文データを
容易に比較検討することができない。また同一ラボ、環境での分析値ならば、地

質的に Srの基準値が重なってしまう地域間でも標高差に基づいて区別ができる
指標として期待をされてきたが、2010 年代後半以降になると、標高差以外でも
気温や周辺の海水温、飲料水の飲み方、保存の仕方という出自とは直接関係のな

いさまざまな要素で値が大きく変わってしまうことが知られつつある。 
そこで本研究では古代マヤ世界における移民動態復元の精緻化を目指し、

87Sr/86Srを中心としつつも、同一のエナメル質資料からストロンチウムと鉛、ネ
オジムを抽出し、206Pb/204Pb、207Pb/204Pb、208Pb/204Pb並びに 143Nd/144Ndを同時に
検討する。 
具体的な研究資料はマヤ文明の中心地とされ

る今日のグアテマラ共和国ペテン県南部に位置

するカンクエン遺跡出土の 67個体＋αである。
7世紀に最盛期を迎えたカンクエン遺跡では、当
時マヤ世界で頻発した戦争の帰結として、王宮

の破壊と王家一族の虐殺が起きたと考えられて

おり、今回研究対象となっている資料には、この

虐殺された当時の宮廷メンバーに限らず、広範

な古代都市の住人が多数含まれている。古代マヤ世界における王族から都市に

住まうさまざまな人々を対象に、出自、移民動態を検討することで、ストロンチ

ウム、鉛、ネオジムを併用する新たな研究プロトコルを検証する。 

Figure 1 Cancuen, Peten, Guatemala 


